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ダムの3次元形状と基礎資料の一元化（竣工迄）

供用開始後の動態観測



１ダム管理でCIMの必要性を感じた出来事(危機対応)

⽯淵ダム

出典１：今野浩⼀、「胆沢ダムＣＩＭの管理での活⽤について」、
平成26年8⽉29⽇⼟⽊学会CIM講演会(仙台)

⽯淵ダム・胆沢ダムの位置図

★ 平成20年6⽉14⽇ 岩⼿・宮城内陸地震(M7.2)で、当時管理を担当してい
た⽯淵ダム（現在は胆沢ダムの貯砂ダム）が、次の様な主な被災を受けた。

①ダム天端が波状に変形するなど、ダム本体が被災した。
②漏⽔量が通常の２倍以上の１00㍑／秒を超えた。
③など

葛⻄ 敏彦(略歴)
(元)JACIC 東北地⽅センター⻑
国⼟交通省東北地⽅整備局
河川部 河川情報管理官
河川部 地域河川調整官
北上川ダム統合管理事務所 所⻑
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①ダム天端が波状に変形するなど、ダム本体が被災した。
・堤体変形を測量する「基準点」が⼟砂と⼀緒に流失したため、過去
の測量結果との対⽐に時間を費やした。

②漏⽔量が通常の２倍以上の１00㍑／秒を超えた。
・完成時の昭和28年まで、さかのぼって過去のデータとの⽐較に時間
を費やした。

堤体等が三次元で
管理されていれば、
容易に判断可能！！

過去のデータが⼗分
管理されていれば、
容易に判断可能！！

出典２：葛⻄敏彦、「⽯淵ダムにおける平成20年岩⼿・宮城内陸地震への対応」、ダム技術 No.276(2009.9)

１ダム管理でCIMの必要性を感じた出来事(危機対応)
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１ダム管理でCIMの必要性を感じた出来事(維持管理)
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★平成24年5⽉にJACICに勤務し、CIMの概念を聞き、⽯淵ダムと同時に被災した
当時建設中の胆沢ダムが完成間近いことから、平成25年度にCIMの提案をした。

①堤体等の三次元モデルがあれば、地震等による変状が容易に判断できる。
②漏⽔ブロック系統を三次元にすることによって、漏⽔量が増えたブロックを容易に判
断できる。
③元の図⾯をフォルダー管理することによって、倉庫代りになる。
④・・・など CIMの概念図を⽤いて提案した。

⽤地

2.胆沢ダムCIM（概要）
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最低⽔位 EL=304.000m

設計洪⽔位 EL=361.000m

2.胆沢ダムCIM（概要）
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■胆沢ダムCIMの利⽤
ダム建設に使⽤した既存資料を基に構築し、主要構造物の位置の速やかな確認及び、

各構造物図⾯・地質データへのリンク機能も持たせた。

「リンク」をクリックすると関連資料を表⽰

2.胆沢ダムCIM（概要）
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ダム総合点検とCIMへの反映状況

【様式Ａ－１】
・基礎資料11項⽬のうち、３項⽬
が済み

・多⽬的ダムは、堤体劣化度等の
調査を30年毎に総合点検を実施
することに
なっている。

・総合点検に必要な関係資料は、
右表に⽰すとおりであり、表右端の
欄の◎が、胆沢ダムCIMモデルに
反映されている
項⽬である。

【様式Ａ２－１】
・資料の収集及び整理状況の確認
は、約45項⽬のうち、２項⽬が済み

2.胆沢ダムCIM（概要）

9



【様式Ａ２－２】
・ダム管理等の記録は、２５項⽬全てが未整備

【様式Ａ３】
・現地状況（概査）の整理は、６３項⽬のうち
４項⽬が済み

CIMにどの項⽬を追加するか？

2.胆沢ダムCIM（概要）

10



初期バージョンの課題

①普段使⽤しているパソコンでは、ＣＩＭモデルを、
なかなかスムーズに⾒ることができない。
・32ビット、実装メモリー(RAM) ４．００ＧＢ

②過去、現在、将来の膨⼤なデーター
・どのデーターを、どこまで、CIMモデルに反映させるか

解決策

①のソフトについて
・モデルの分割
・モデルの範囲の縮⼩など

①のハードについて
・タブレットとクラウドの併⽤
・最新パソコンの導⼊など

②について
・思想がないまま、考えていたら、次の様になってしまった。

課題はたくさんある
が、主なもの

3.初期バージョンの課題と解決策
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解決策②の根本的な考え（葛⻄案）

・ここでいうダムは、河川事業のひとつの
多⽬的ダムである。

・河川事業の各段階の概略フローは、
右の図のとおりである。

・これらの各段階の資料が、
河川管理引継がれるが、

その量は膨⼤なものとなる。

・河川事業の場合は図に⽰すように、
⼤きなPDCAｻｲｸﾙが４つ考えられる。

・最終的な河川管理は、
Ⅳ-①からⅣ－⑨の繰返しの

PDCAサイクルとなるため、
管理移⾏後の資料も膨⼤な量となる。

公物管理の
PDCAサイクルを考慮した

ダムCIM

胆沢ダムは、⽯淵ダムの
再開発：PDCAｻｲｸﾙ-Ⅰ

3.初期バージョンの課題と解決策
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出典８：株式会社テクノパーク、「⽴体駐⾞場⻑期保全計画」、
http://www.technopark24.co.jp/images/bastab.png

維持管理における バスタブ曲線と ＰＤＣＡサイクルの３つのパターン

初期故障を修正し完成 施設が健全な期間
劣化の状況によっては
基準等の⾒直し ⻑寿命化の完成

4.公物管理のPDCAサイクルを考慮したダムCIM
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①3次元ﾓﾃﾞﾙはCIMモデルの⼀部

Ａ．地域住⺠、学識経験者等との合意形成ため → 事業幅、景観等 、（予算要求の合意形成）

Ｂ．⼯事の円滑な実施ため → 合理化施⼯、三者協議短縮 →将来は発注者の積算・監督・検査の合理化

Ｃ．維持管理のため → 区域管理、施設管理、洪⽔管理等

⽤
地

Ｃ

Ｂ

Ａ
Ｃ

・CIM ≠ 3次元モデル

・右図は、
河川事業におけるCIMの概念

・⽬的に応じて、必要な
3次元モデルを作成

4.公物管理のPDCAサイクルを考慮したダムCIM
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5.⼤分川ダム管理CIM検討の⽬的

これまで（ダム図集） これから（⼤分川ダム管理CIM）

図-堤体基礎岩級区分平⾯図
• 調査、設計段階に蓄積した情報を整理する。
• 施⼯中の各種情報を包含して⼀元化する。

ダム本体

■カイゼン（改善）する維持管理への取組み
調査、設計、施⼯段階に得られた情報を時系列的に管理する。
（1）ダム堤体・基礎地盤：ダム堤体の挙動、変化の異常性の把握 ※平成29年度の検討内容
（2）流域・ダム湖、堆砂：河川管理区域、⽤地買収区域、許可⼯作物等、堆砂測量の管理
（3）貯⽔池周辺の法⾯：地すべり範囲、対策履歴の管理
（4）付属設備：ダム機能の維持

• 竣⼯までに蓄積した莫⼤な資料
• 施⼯時の品質管理記録などを⽣かしきれて

いない。

漏⽔量 浸透圧

⼤分川ダム管理CIM
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⼤分川ダム管理CIM
地形

周辺地形

地すべり

貯⽔池

地質
地質

岩級区分

⼟⽊構造物

堤体

監査廊

連絡トンネル

エレベータシャフト

洪⽔吐き

取⽔塔

減勢⼯

もたれ式擁壁

バルブ室

バルブ室連絡通路

管理設備

管理庁舎

埋設計器

補償⼯事・その他 付帯設備

平成29年度の検討範囲

【ダム堤体・基礎地盤】
・ダム堤体の挙動、変化の異常性の把握
【カイゼン内容】
・⽇々計測される堤体の挙動を貯⽔位や漏⽔
量と合せて管理して、⾮常時の判断を⽀援する
常時の管理値（閾値）を把握する。

【流域・ダム湖、堆砂】
・河川管理区域、⽤地買収区域、許可⼯作物
等、堆砂測量の管理
【カイゼン内容】
・LP測量成果（貯⽔前）を基に、マルチビーム
または、ナローマルチビームによる計測を⾏い堆砂
測量の⾯管理を実施し、堆砂箇所や堆砂量を
的確に把握する。

【貯⽔池周辺の法⾯】
・地すべり範囲、対策履歴の管理
【カイゼン内容】
・地すべり範囲（対策履歴）とダム管理施設を
重ね合わせ最適な保全計画を⽴案する

【付属設備】
・ダム機能の維持
【カイゼン内容】
・供⽤開始後の取⽔設備、放流バルブ等の設
備保全（⽇々・定期点検）結果を蓄積する。

5.⼤分川ダム管理CIMの全体構成（H29）
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